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２ 発生の状況 

 ・５月22日に、ドイツが腸管出血性大腸菌による集団感染の発生を、欧州早期警告・対応

システム（ＥＷＲＳ）に掲載しました。 

 ・６月８日公表の欧州疾病予防管理センター（ＥＣＤＣ）資料によると、６月８日午前１

０時現在（現地時間）で、患者数は２，７４２人、死亡者数は２５人となっています。 

・また、６月８日公表の世界保健機関（ＷＨＯ）資料によると、他に米国で４人、カナダ

で１人、スイスで３人の症例が、疑い事例も含めて報告されています。 

国 名 患者数 死亡者数 

ドイツ ２，６４８ ２４ 

オーストリア ２ － 

チェコ共和国 １ － 

デンマーク １９ － 

フィンランド １ － 

フランス ２ － 

ルクセンブルク １ － 

オランダ ６ － 

ノルウェー １ － 

ポーランド ２ － 

スペイン ２ － 

スウェーデン ４６ １ 

イギリス １１ － 

合  計 ２，７４２ ２５ 

  ※現地時間６月８日午前１０時現在（ＥＣＤＣ） 

 

３ 情報提供の状況 

 ・食品安全委員会ホームページ（FSC Views - 関係省庁からのお知らせ） 

  http://www.fsc.go.jp/sonota/kankei-shouchou.html 

 ・厚生労働省検疫所ホームページ 

   http://www.forth.go.jp/news/2011/06031040.html 

 ・国立医薬品食品衛生研究所ホームページ 

   http://www.nihs.go.jp/hse/food-info/microbial/O104.html 

 


